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薬剤耐性菌の疫学とR因 子の分布 第2報
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1971年 か ら同74年 中に得 られた大腸菌169株 の中,TC,CM,SM,SAを 中心 としてみ ると

その123株(72.8%)が 耐性菌で,そ の73.1%か らR因 子が検出 されたR因 子 の 耐 性 型 は,4

剤,3剤,2剤,1剤 と多剤耐性型ほ どR因 子の検出率 が高 く,KMま たはABPCは 多剤耐性R

因子 に付加した形で出現す るものが多か った。

また2,3の 診療科において同一耐性型を示 すR因 子が高い頻度で得 られた ことはR因 子汚染を

予想させ る。

薬剤耐性菌の分布状況,と くに耐性菌 からのR因 子の

検 出を試み,病 院内における耐性菌の分布 とR因 子のひ

ろが りをみる 目的 で 耐性菌感染症研究会 が 組織 され,

1971年 から74年 にかけ得 られたE.coli169株 につい

ての結果 を報告する。

材料および方法

薬剤耐性の測定,R因 子 の検出は第1報 に従 った1)。

調査薬剤は第1報 の薬剤 にフ ラトリジン(FT)を 加え10

薬剤 を用いた。得 られた菌株数は,施設か らの169株 。

結 果

薬剤耐性菌CM,TC,SM,SA4薬 剤に対する耐性

菌の分離頻度が高 く,ABPC,KM耐 性菌 がこれ につい

で多か った。

TC,CM,SM,SAの4薬 剤の耐性型か らみ ると(TC.

CM.SM.SA)4剤 耐性菌の分離頻度が最 も高 く,つ い

Table 1 Bacterial patterns of resistance to

TC, CM, SM and SA

Number of strains examined was 169 and the
isolation frequency of drug-resistanst strains
was  72.8%.

a) Resistance patterns to TC, CM, SM and SA.

で3剤,1剤,2剤 の順であった(Tablel)。 多剤耐性

が多いことは,以 下に述 ベるR因 子 の分布か ら理 解 され

る。4剤 耐性型か らみたR因 子の検 出頻度をTable2に

示 した。4剤 耐性を示すR因 子の分離頻度が最 も高 く,

ついで3剤,2剤,1剤 耐性 のR因 子が これにつ いだ。

KMま たはABPCを 含む耐性菌の分離状況をTable

3に 示 した。KMま たはABPC単 剤耐性菌は極めて少

く(6株),最 も多い のが,TC,CM,SM,SAの4薬

剤の中3剤 耐性菌 にABPC,KMま たは(ABPC.KM)

の付加した タイプが 最 も多 く(42.3%),つ いで上記4

薬剤にABPCま たは(ABPC.KM)の 付加 した型の も

のが27%で 多剤耐性型に付加 した形で出現す る傾向が

強か った。

KMま たはABPC耐 性 の多 くはR因 子の存在 に よる

ものが大部分でKMま たはABPC耐 性菌(85株)の

73.7%がR因 子に よるものであ った。

Table 2 Isolation frequency of R plasmid from

drug-resistant E. coli strains

Number of  drug-resistant strains was 123 and

the isolation frequency of R plasmids was 73. 1

%. a) Resistance patterns to TC
, CM, SM and SA.
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Table 3 Resistance patterns of R plasmids with

resistance to KM and ABPC

Number of strains examined was 169.
Number of KM-or ABPC-resistant strains was 85
and the isolation frequency of R piasmids was
73.7%.

得 られたR因 子の耐性型をTable 4に 示 した。TC,

CM, SM, SAの4薬 剤 についてみるとその4剤 耐性か

これにABPC,(ABPC・KM)耐 性の付加 した ものが 全

体の43.9%に 達し,つ いで上記4薬 剤 の3剤 耐 性 に

ABPC, KM,(ABPC. KM)の 付加 した タイブが23.1

%と 多剤耐性型で出現 す る 傾向の強い ことは注 目すべ

きで ある。

施設におけるR因 子分布 1診 療 科 に お い て(TC.

CM.SM.SA.ABPC)耐 性を示すR因 子が送付 された

大腸菌 の50%の 高い頻度で検 出され,母 親か ら得 られ

た大腸菌か らR(SM・SA)が 分離され,同 じR因 子を

もつ大腸菌に よる乳児の感染例 が経験 された。 また1内

科病棟か ら(CM・SM・SA・ABPC)耐 性を示すR因 子

が送 付菌株の45%に 検出されたのが注 目され る。

1外 科病棟か ら送付 された大腸菌か ら70%の 高い頻

度で(TC.CM.SM.SA.ABPC)型 と(TC.CM.SM.

SA.KM.ABPC)型 のR因 子が検 出された。

考 察

送 付 された大腸菌169株 の耐性型はTC, CM, SM,

SA, ABPC, KMを 中心 とした ものが多 く,と くに(TC.

CM.SM.SA)の4剤 耐性 にKM,ABPC,(KM.ABPC)

耐性を付加 した多剤耐性型 の多いのが 注 目された2～4)。

しか も多剤耐性菌ほ どR因 子の検 出率が高 く,診 療に よ

る耐性菌 の選択 と,患者体 内におけ る濃厚な分布 と,しか

もR因 子に よるひろが りが予想 され た。施設の多い割に

Table 4 Resistance patterns of R  piumids

obtained from E. coli strains

Number of strains examined was 169.

充分な菌株数に達 しなか ったため,疫 学 的追及は困難で

あるが2,3の 診療科において,明 瞭 に同じ耐性型を示

すR因 子の拡大汚染を示 してい ることを予想 させるデー

ターが得 られた ことは注 目され る。
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Epidemiologic and genetic studies on drug resistance in B. coil strains were performed using clinical
isolates from inpatients at 34 hospitals. About 73% of E. coli isolates was resistant to TC, CM, SM,
SA, KM, ABPC, and to combinations thereof. From 123 resistant strains, 90 strains (73.1%) were
found to carry R plasmids. The R (TC. CM. SM. SA) plasmids were most frequently seen, followed
by those carrying triple, double and single resistance in that order. Fighty-five ABPC-, -KM or
(ABPC. KM)- resistant strains were isolated and most of them (73. 7%) were found to be due to the
presence of R plasmids. It was characteristic that most of R plasmids obtained were found to be
multiply resistant and the isolation frequency of R plasmids was higher in parallel with the number
of resistance to TC, CM, SM, SA, ABPC and KM. Resistance patterns of R plasmids isolated from
three care units implied the possibility of R plasrnid spread in the same hospital.


